
● 江
え ど

戸時代の観光地 ●

　信
しんこう

仰と遊びを兼
か

ねた名所めぐりは、江
え ど

戸庶
しょみん

民の大きな

楽しみのひとつでした。神
か な が わ

奈川県は当時、江
え ど

戸から近い

観光地として、江
え の し ま

の島、金
かなざわはっけい

沢八景、大
おおやま

山が人気スポット

でした。

　とくに、阿
あ ふ り

夫利神社や大
おおやまでら

山寺に参
さんけい

詣する「大
おおやまもうで

山詣」が

大流行しました。各地から大
おおやま

山に通じる道がつくられ

「大
おおやまみち

山道」と呼
よ

ばれました。

● 登山ブーム ●

　深いササやぶにおおわれていた丹
たんざわ

沢山地は、昭和の初め

まで、山仕事や一部の登山家しか来ない山でした。

　しかし、1955 年（昭和３０年）の「第 10 回国民体

育大会」で登山部門の会場になったことで、登山道や山小

屋がつくられました。1965 年（昭和４０年）に国定公

園になると、都会から登山者や観光客がたくさん訪
おとず

れるよ

うになり、「登山ブーム」が始まりました。

　丹
たんざわ

沢では多くの人が山に来ることで登山道が荒
あ

れてし

まったり、下
したくさ

草が踏
ふ

みつけられたり、ゴミが捨
す

てられるな

ど「オーバーユース（多くの人が集中して利用すること）」

による問題が起きています。

「東海道五十三次細見図会」

大
おおやまもうで

山詣は、納
おさ

め太
た ち

刀という木
こ だ ち

太刀を奉
ほうのう

納

し、その代わりに前に奉
ほうのう

納されている

木
こ だ ち

太刀を持ち帰ってお守りとする習わし

があるため、大
おおやまもうで

山詣の人はひと目でわか

りました。

（神
か な が わ

奈川県立歴史博物館　所
しょぞう

蔵）

オーバーユースにより深く掘られた登山道
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